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◆京都・室町将軍の影響を受けた、当時最先端の「見せる」庭づくり
◆会所建物からの視点を意識した、「おもてなしの心」
◆地元産の船津花崗岩の景石が立ち並び、土塀越しに雄大な山々を
　借景とするなど、飛騨の自然・立地を最大限に活用
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観音山（傘松城跡）小萱小萱

中島の隣に立石中島の隣に立石庭園の中央の中島庭園の中央の中島

南側の護岸は１mをこえる
巨石が並びます
南側の護岸は１mをこえる
巨石が並びます

北側の護岸は会所の縁側と平行に
青色の川原石を並べています
北側の護岸は会所の縁側と平行に
青色の川原石を並べています 会所の縁側

（ここから眺めます）
会所の縁側

（ここから眺めます）

土塀越しに飛騨の雄大な
山並みが見えます
土塀越しに飛騨の雄大な
山並みが見えます

　
今
年
一
月
、飛
騨
市
は「
江
馬
氏
館
跡
庭
園
」が
名
勝
に
指
定
さ
れ
る

よ
う
、国
に
対
し
て
意
見
具
申
し
ま
し
た
。「
江
馬
氏
館
跡
庭
園
」は
、

江
馬
氏
の
下
館（
平
地
に
築
か
れ
た
居
館
）に
あ
る
庭
園
で
、発
掘
調

査
の
成
果
を
も
と
に
約
五
百
年
前
の
様
子
を
忠
実
に
復
元
し
た
も
の

で
す
。

　
現
在
、江
馬
氏
の
下
館
跡
は
周
辺
の
山
々
に
あ
る
６
つ
の
山
城（
山

の
上
に
築
か
れ
た
城
）の
跡
と
と
も
に
、昭
和
五
十
五
年
に
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
名
勝
指
定
の
決
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、

江
馬
氏
の
館
跡
が
日
本
の
歴
史
・
文
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
遺
跡

で
あ
る
と
同
時
に
、中
世
の
地
方
武
士
が
造
っ
た
庭
園
を
代
表
す
る
も

の
の
一
つ
と
し
て
芸
術
鑑
賞
上
の
価
値
も
高
い
も
の
で
あ
る
と
証
明

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、国
の
審
議
を
経
て
正
式
に
指
定
さ
れ
る
と
、国
名
勝「
江
馬

氏
館
跡
庭
園
」が
誕
生
し
ま
す
。

　
名
勝
と
は
、「
庭
園
、橋
梁
、峡
谷
、海
浜
、山
岳
そ
の
他
の
名
勝
地
で

我
が
国
に
と
っ
て
芸
術
上
又
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
」の
こ
と
で

す（
文
化
財
保
護
法 

第
一
〇
九
条
）」。

　
つ
ま
り
、そ
の
景
観
を
観
て
素
晴
ら
し
い
・
美
し
い
と
評
価
を
さ
れ

る
よ
う
な
庭
園
と
い
う
こ
と
で
す
。室
町
時
代
の
庭
園
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
現
在
ま
で
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。江
馬
氏
の
庭
園
は
、当
時
の
武

士
が
精
魂
込
め
て
造
っ
た
庭
の
様
子
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
、全
国

で
も
有
数
の
場
所
な
の
で
す
。

　
も
と
も
と
国
の
史
跡（
歴
史
上
の
価
値
が
高
い
遺
跡
）に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
所
で
す
の
で
、も
し
名
勝
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、江
馬
氏
の
庭

園
と
そ
れ
を
眺
め
る
会
所
は
、「
史
跡
」と「
名
勝
」の
２
つ
の
価
値
が

あ
る
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

名
勝
と
は
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八
日
町
の
合
戦
で
指
揮
を
と
る
江
馬
輝
盛（『
斐
太
後
風
土
記
』よ
り
）

池には水が溜まらない構造になっています池には水が溜まらない構造になっています

本城（有事の際の詰め城）
「高原諏訪城跡」
本城（有事の際の詰め城）
「高原諏訪城跡」

庭園の中心となる立石庭園の中心となる立石

　
江
馬
氏
は
、室
町
時
代
に
高
原
郷（
現
在
の
神
岡
町
、高
山
市
上
宝

町
付
近
）を
治
め
て
い
た
武
士
で
す
。古
文
書
等
で
は
、十
四
世
紀
ご

ろ
か
ら
そ
の
活
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。室
町
幕
府
の
文
書
に

度
々
登
場
し
、飛
騨
に
お
け
る
有
力
武
将
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。文
明
十
八
年（
一
四
八
四
）に
は「
江
馬
三
郎
左
衛
門
元
経
」が
小
八

賀
郷（
現
在
の
高
山
市
丹
生
川
町
付
近
）の
代
官
に
任
命
さ
れ
、延
徳

三
〜
四
年（
一
四
九
一
〜
一
四
九
二
）の
記
録
か
ら
は
、江
馬
氏
が
室
町

幕
府
か
ら
荒
城
郷
に
あ
っ
た
北
野
社
の
所
領
回
復
や
所
領
経
営
を
任

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。高
原
川
流
域
だ
け
で
な
く
、古
川
盆
地

ま
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
延
徳
元
年（
一
四
八
九
）に
は
、万
里
集
九
と
い
う
禅
宗
の
僧
が

高
原
郷
に
立
ち
寄
っ
た
際
、江
馬
氏
の
手
厚
い
饗
応
を
受
け
た
と
本
人

の
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。江
馬
氏
は
、文
化
的
に
も
飛
騨
の
有

力
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
戦
国
時
代
に
入
る
と
、江
馬
氏
は
飛
騨
南
部
や
高
山
盆
地
を
手
中

に
収
め
、国
司
・
姉
小
路
氏
の
名
跡
を
継
い
だ
三
木
氏
と
競
い
ま
す
。ま

た
、飛
騨
自
体
が
甲
斐
の
武
田
氏
、越
後
の
上
杉
氏
と
い
う
２
大
勢
力

の
間
で
揺
れ
動
き
ま
す
。

　
そ
の
武
田
氏
を
滅
ぼ
し
、
天
下
統
一
が
目
前
だ
っ
た
織
田
信
長
が

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
「
本
能
寺
の
変
」
で
没
す
る
と
当
時
の

江
馬
氏
の
当
主
・
江
馬
輝
盛
は
三
木
自
綱
に
対
し
、
飛
騨
の
支
配
権

を
め
ぐ
り
決
戦
を
挑
み
ま
す
。
両
軍
は
荒
城
郷
八
日
町
（
現
在
の
高

山
市
国
府
町
）
で
激
突
し
ま
す
が
（
「
八
日
町
合
戦
」
）
、
輝
盛
は

敗
れ
て
討
死
し
、
直
後
に
高
原
郷
に
攻
め
入
っ
た
三
木
方
の
軍
勢
に

よ
っ
て
高
原
諏
訪
城
も
落
城
し
ま
す
。
こ
う
し
て
北
飛
騨
の
雄
と
し

て
名
を
は
せ
た
江
馬
氏
は
、
領
主
と
し
て
の
姿
を
失
い
ま
し
た
。

江
馬
氏
に
つ
い
て

江
馬
氏
の
滅
亡

題
ろいろい

話のちま
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高校生が期日前投票
１月16日（月）～20日（金）　市内各高校

投票率の向上へ

　昨年６月から選挙権年齢が18歳以上に引き下げられた事
を受けて、飛騨市選挙管理委員会は県知事選の期日前投票
所を吉城高校、飛騨神岡高校、飛騨吉城特別支援学校に設
置しました。
　生徒らは校内の一室に設けられた期日前投票所で、同委
員会の説明を受けながら、期日前投票の宣誓書に記入し、投
票用紙を受け取り、初めての投票を行いました。生徒は「初
めての選挙で緊張した。いつも通っている学校で投票できる
のは、すごく助かりました」と話していました。

打ちたてそばを堪能
１月23日（月）　旭保育園

旭保育園で親子そば打ち教室

技を繰り出す少年剣士たち

お祝いと花束を手にする大門さん家族と小倉副市長 各投票所で投票する生徒ら

長寿をお祝い
１月3０日（月）　古川病院

大門ハナさん100歳長寿者褒賞

　古川町貴船町の大門ハナさんが100歳を迎えられまし
た。
　小倉副市長が「100歳おめでとうございます。健康に気を
つけて、これからも長生きしてください」と声をかけながら、
お祝いと花束などを渡しました。この日は、家族の方や病院
関係者、市職員で「ハナさんおめでとう」などと祝いの言葉や
拍手を送り、盛大に祝いました。
　家族の方は「みなさんのおかげで100歳を迎えることがで
きました。このように祝って頂き、ありがとうございます」と話
していました。

出井さんの指導の下、そば粉をこねる園児

　神岡町の旭保育園で１月23日、地元で収穫したそばを利用
した親子そば打ち教室が開かれました。
　地元にゆかりのあるもので体験事業ができればとの思い
から始めた企画で、年長児親子34人がそば打ちを体験しま
した。
　そばの振興に取り組む「流葉切雲そばの会」の協力で、神
岡町伏方地区に園児らが８月に播種し、植え方や花の色、実
の形などそばの特徴を学び10月には無事収穫しました。この
日は、同会の出井正蔵さんら４人が、こね方や伸ばし方など
を指導。園児らは、小さな手を器用に使いそばを打ち上げ、
かけそばにしておいしくいただきました。

51人の剣士が熱戦を繰り広げる
１月15日（日）　河合小学校

第１回河合・宮川町民剣道大会

　第１回河合・宮川町民剣道大会が開催されました。
　昨年度まで各町で開催していた町民剣道大会を、本年度
から合同で開催することとなり、記念すべき第１回目となっ
た今回は、両町内の小学生から一般まで51人の剣士が参加
し、日頃の練習の成果を競い合いました。
　大会は、小学生の部や中学生の部、一般の部と年齢ごとに
分けて、団体戦と個人戦が行われました。なお、前日からの
大雪の影響で、予定していた一般・壮年の個人戦は中止とな
りました。


